




水平放任栽培のトマトの株元

トマトの水平放任栽培

種まきから10ヶ月後のトマトの根



ホームハイポニカの基本構造は次のようになっています。

(モデルにより部品構成が異なりますので、個別の取扱説明書をご参照ください)

：液肥と水を入れる容器で、装置全体の一番下側にあります。

：植物の根が生長するための槽。栽培のための液肥を循環さ
　せるところで、液肥槽の上にセットします。

：発泡スチロールのパネルで、栽培槽の上にのせます。

　根や液肥への直射日光や水分の蒸発を防ぐ役目をします。

：果菜用の栽培に使います。マルチの穴にセットします。

：液肥を循環させます。

：種をまくウレタン状の物。ホームハイポニカぷくぷくは

　ピートモス培地です。葉物野菜を育てる場合、白色の

　培地を使用します。
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各部分を組み立て、液肥槽に水と液肥を入れてポンプを動かすと、液肥

は十分な空気とともに一定の量で栽培槽を流れ、作物に吸収されます。

これがハイポニカ栽培装置のしくみです。
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Sarah+で果菜栽培の場合
（モデルにより部品構成や名称が異なります）



誘引ひも



花が咲いて実がなり、その実を収穫して食べる野菜を果菜類といいます。

たとえばトマト、キュウリ、ナスなどはその代表的なものです。よく「イチゴ

は野菜か果物か？」と話題になりますが、これは果菜類とするのが正しい

です。また、メロンのように一般的には果物と思われている作物も、やはり

果菜類の仲間です。このように果菜類にはたくさんの種類があり、そのほ

とんどがハイポニカで栽培ができます。彩り鮮やかな果物、もぎたてのみ

ずみずしい味と香り…果菜類はいわば、家庭菜園の花形、ハイポニカ栽

培の醍醐味を、十分お楽しみいただける作物といえるでしょう。

モデルにより構成部品が異なるので、個別の取扱説明書を参照してください。



誘引ひも
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Sarah+の場合











トレーの中で完全に
空気が抜けるように
培地に水を含ませる

十字型の切れ込み

種類によっては24時間、水につけてください。
発芽しなかった場合はP.5「発芽しなかった
場合は」を参照してください。

発芽のようす

まず種から根が出て、次に種皮が
かぶったままの状態で培地の上に
顔を出します。この状態が発芽です。

種



苗を葉菜用培地ごと、1ヶずつ切りはなし、葉菜用マルチパネルの穴にそっと植
えてください。
マルチパネルへの定植に使用する苗は、本葉が1枚生えた状態の苗を使用して
ください。（使用する苗は培地の下から根が出ていることを確認してください。
まだ出ていない苗の場合、もう1～2日培地で育てて、根が確認できたら定植す
るようにしてください。）

本葉

根

（P.6 「根づまりのチェック」を参照）





どんな作物でも、生育のためには日光

を欠かすことはできません。いかにハ

イポニカ栽培といえども、この点は土

栽培と同じです。とくに果菜類は十分

に直射日光のあたる場所で育てる必

要があります。
ハイポニカ液体肥料は、チッ素やリン

酸、カリなど作物の生育に必要な養

分をバランスよく組み合わせ、理想

的なかたちとしたものです。他の肥料

を使ったり混ぜたりしないようにして

ください。

ハイポニカ栽培においては、機種によって水位を変更

します。種をまくときに操作変更スケジュール表を作っ

て、ホームハイポニカのそばに置いてください。なお、

操作変更日は取扱説明書を参照してください。
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